
132
134
136
138
140
142
144
146
148
150
152

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
1000

16
:0
0

17
:0
0

18
:0
0

19
:0
0

20
:0
0

21
:0
0

22
:0
0

23
:0
0

00
:0
0

01
:0
0

02
:0
0

03
:0
0

04
:0
0

05
:0
0

06
:0
0

07
:0
0

08
:0
0

09
:0
0

10
:0
0

11
:0
0

12
:0
0

9月10日 9月11日

貯
水

位
(E

L
.m

)

流
量

(m
3
/
s)

流入量

全放流量

貯水位

0
100
200
300
400
500
600

0
10
20
30
40
50
60

16
:0
0

17
:0
0

18
:0
0

19
:0
0

20
:0
0

21
:0
0

22
:0
0

23
:0
0

00
:0
0

01
:0
0

02
:0
0

03
:0
0

04
:0
0

05
:0
0

06
:0
0

07
:0
0

08
:0
0

09
:0
0

10
:0
0

11
:0
0

12
:0
0

9月10日 9月11日

累
加

雨
量

(m
m

)

時
間

雨
量

(m
m

)

時間雨量
累加雨量

基礎地盤 EL 107.0m

最低水位 EL 133.0m

釜房ダム
名取橋観測所地点

位 置 図

河川水位の状況（名取橋観測所）

釜房ダム状況写真 9月11日 11:50 釜房ダム貯水量配分

堤頂標高
洪水時最高水位 EL 150.6m

ダム高
45.5m

重力式コンクリートダム

堆砂容量

利水容量

EL 152.5m

平常時最高貯水位EL 149.8m

1,830万m3

600万m3

○釜房ダム上流域において、流域平均累加雨量は４０１．４ｍｍ、最大流入量は毎秒４８２ｍ3となるなど、管理移行後第
１３位の流入量を記録しました。
○今回の洪水期間中において、６９９万ｍ3（東京ドーム約６杯分）の水を貯留し、下流の洪水被害の軽減を図りました。
○釜房ダムでは、仙台河川国道事務所と連携し、下流域の被害をできるだけ軽減するためのダム操作を行いました。
○ダム下流の名取橋観測所地点では、０.１８ｍの水位を低減させる効果があったものと推測されます。

名取川水系 釜房ダムの水位低減効果（平成27年9月9日～11日前線に伴う降雨）

洪水貯留準備水位EL 143.8m

ダム整備前：８.１７ｍ
ダム整備後：７.９９ｍ
→０.１８ｍの水位低減

（洪水期 7/1～9/30）

釜房ダム洪水調節状況

洪水調節容量 2,100万m3

計画高水位 10.19m

ダムがある場合 7.99m

ダムがない場合 8.17m

氾濫注意水位 6.50m

最大流入時調節量
２７８．７６m3/s

ダムに貯めた洪水量
６９９万m3

（洪水期 7/1～9/30）

東京ドーム約６杯分の水を貯留


